
 

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒が自ら課
題を発見し、探
究する意欲を高
めることのでき
る教育課程の編
成や特別活動の
精選・充実に取
り組む。学校行
事や生徒会活動
等の精選と充実
を図り、生徒の
主体的な活動を
支援するととも
にそのユニバー
サルデザイン化
をはかる。 
 
 
②生徒の主体的
な学びを引き出
し、個々の生徒
に応じた教科指
導体制の構築と
評価法の研究を
行い、組織的な
授業改善に取り
組む。 
 

①新教育課程の
実施により、表
出する成果や課
題を全職員で共
有し、必要に応
じて修正を加え
る。 
また、新型コロ
ナウイルス感染
防止に配慮しな
がら、生徒会行
事を可能な限り
実施させる。 
 
 
 
 
 
②ＩＣＴを活用
した授業展開を
研究し、生徒の
主体的な学びを
引き出し、生徒
が「授業におけ
る充実感」を感
じられるよう授
業改善に取り組
む。 

①学年進行する
新教育課程の完
成に向け、特に次
年度の 2･3 学年
の学習活動に支
障がないか検証
する。 
昨年実施されな
かった生徒会行
事についてはま
ずは実現を目標
とし、経験不足の
生徒を教員がバ
ックアップしな
がら全員参加の
持続可能な行事
として実施させ
る。 
②ＩＣＴ機器の
活用、ペアワー
ク、グループワー
ク、発表等の活動
と職員研修を通
して、生徒同士が
刺激しあえる場
面を多く持つ授
業づくりを行う。 

①職員の意見等
を通して、職員
個々が適切に新
教育課程を実施
し、課題を整理
できたか。教員
相互の情報共有
や研修会を適切
に 計 画 で き た
か。 
文化祭や球技大
会などの生徒会
行事を、コロナ
禍での最善の対
策を講じ、実施
することができ
たか。 
 
②授業改善を通
じて「生徒によ
る授業評価」に
おいて生徒の充
実感や主体的な
学びの高評価を
引き出すととも
に、より公正な
評価を行うこと
ができたか。 

２ 生徒指導・支援 

①部活動の活性
化を推進し、協
調性と責任感の
涵養を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒指導と生
徒支援の一体化
を推進し、教育
相談体制の充実
と外部連携を進
めるとともにユ
ニバーサルデザ
イン化を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①部活動の活性
化のため加入率
の向上と充実感
の育成につなが
る継続的な支援
体制整備に努め
るとともに、 学
業との両立を推
し進める。 
 
 
②各学年が生徒
の課題を的確に
把握し、個に応
じた指導と支援
が一体化した、
きめ細やかな生
徒支援を進め
る。 
 
 
 

①部活動加入率
及び定着率にも
注視し、説明会等
において入学前
の中学生へ周知
する。また、感染
予防に努めコロ
ナ禍においても
継続的な活動を
目指す。 
 
②学年会議やケ
ース会議、支援会
議等で、生徒個々
の状況や課題、ニ
ーズなどの情報
を共有し、迅速か
つ適切な支援を
多角的に行う。 
 
 
 

①部活動加入、
定着の状況を把
握し部活動の活
性化につながっ
たか。中学生へ
の 発 信 に つ い
て、担当Ｇとの
連 携 が で き た
か。 
 
 
②学年会議やケ
ース会議、支援
会議での情報共
有や学習環境の
整備を通じて、
個々の生徒に応
じた支援につな
げ ら れ て い る
か。 
 



 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

３ 進路指導・支援 

①生徒自身が考
え、体験をする
など、主体的に
取り組むキャリ
ア教育を計画
的・段階的に実
践する。 
 
 
 
 
②「実践推進校」
として、生徒一
人ひとりの社会
接続を実現する
ために、ていね
いな進路支援を
行う。 

①生徒一人ひと
りの希望進路の
実現に向け、保
護者及び生徒と
の綿密な情報共
有を図る。説明
会や進路情報の
発信を細やかに
行い、生徒の主
体的な進路実現
の動きを促す。 
②特別募集で入
学した生徒の社
会接続に組織的
に取り組む。 
 

①生徒が自らの
進路開拓に挑戦
する姿勢を支援
し、生徒・保護者
との情報共有や
進路データの有
効活用、多様な入
試制度に係る的
確な情報提供を
図る。 
 
②３年間の「進路
実践」を系統立て
て生徒の現在の
位置を自覚させ、
生徒個々の希望
に応じて幅広い
実習・体験先の開
拓を行う。 
 

①各生徒の進路
目標が明確にな
り、安易な進路
選択とならない
意識付け (1 ･ 2
年)や、第一志望
の実現(3 年)が
できたか。 
 
 
 
②系統的な授業
展開や保護者へ
の説明会等を通
じ、特別募集生
徒の個々の希望
を踏まえた社会
接続が実現でき
たか。 
 

４ 地域等との協働 

①地域に情報発
信するととも
に、生徒の地域
理解と地域貢献
を通じ、連携と
協働を推進す
る。 
 
②地域と連携し
て、地域防災を
推進する。 
 
 
 
 

①本校の魅力の
発信のためにＨ
Ｐやデジタルコ
ンテンツの充実
を図る。様々な
外部の意見を聴
取し、学校運営
に活かす。 
②防災関係のマ
ニュアルの周知
を徹底するとと
もに防災教育を
推進し、総合的
な防災体制を強
化する。 

①地域貢献活動
の復活を目指し
地域交流の場を
設定する。ＨＰに
よる本校の特色
や取組みの発信
を行う。 
 
②紙上防災訓練
（ＤＩＧ）に加
え、地域にも協力
を得た災害に対
処する実践的な
訓練を計画実施
する。 
 
 

① 地 域 と の 連
携・交流の実績
がどれだけあっ
たか。ＨＰによ
る本校の特色や
取組みの発信を
昨年度以上に発
信できたか。 
②地域と連携し
た防災体制整備
及び訓練が実施
できたか。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①学校全体で教
育環境に対する
課題を共有し、
組織的・計画的
に改善していく
体制を整える。 
 
 
 
 
 
 
②不祥事防止に
努め、実効性の
ある組織的な取
り組みを行う。 

①昨年度より継
続している、魅
力と特色づくり
のための会議を
さらに発展させ
る。学校課題を
改めて分析する
とともに、全職
員で学校課題の
解決に向け、具
体的な改善手法
に取り組む。 
②不祥事防止研
修を職員が自分
事として捉え、
事故や不祥事を
絶対に起こさな
い。 
 

①複数回にわた
る協議と建設的
な意見交換を経
て、具体的な提言
を行い、実行に移
す。 
 在校生の満足
度や受検者数の
増加に直結する
よう、本校の魅力
を広報活動等で
周知する。 
②不祥事防止研
修では、職員が日
ごろからの心が
けを述べる機会
を増やすなど、全
職員が主体的に
研修を捉えられ
る具体的な方法
を計画、実践す
る。 

①生徒の学力向
上や人格形成に
つながる具体的
な、しかも持続
可能な課題解決
策を示すことが
できたか。また
本校への志願者
数を増やすこと
ができたか。 
 
 
②不祥事防止研
修で、意見発表
を行うなど、主
体的な参画意識
をもって、研修
に臨むことがで
きたか。 
 

 


